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　秋の気配も色濃くなってまいりました。本年の日本臨床眼科学会も終わり，学会で新しいデー
タや診断手法，治療に触れられて意気込んでいらっしゃる先生も多いかと存じます。
　今月の特集は「視神経炎最前線」です。特発性視神経炎，虚血性視神経症，遺伝性視神経症，
抗 AQP4 抗体陽性視神経症，抗 MOG 抗体陽性視神経症，IgG4 関連疾患などが組まれており，そ
れぞれに，病態，診断，治療方針が示されています。これらには，至急を要するもの，重篤なも
の，再発性，遺伝性など，難治な視神経炎が含まれているわけで，明日来院するかもしれない患
者さんのためにも，よく読んで臨床診断を整理しておくことが大切です。
　連載の「今月の話題」では，兵庫医大の五味教授により「加齢黄斑変性治療における光線力学
療法（PDT）の必要性」と題した論文が執筆されています。抗血管内皮増殖因子（VEGF）薬の
導入により初回治療として硝子体注射が選択されるようになり，その長期成績が報告されるよう
になって，難治な症例も少なくないことがわかってきました。本稿では，症例やタイプを選んで
PDT と抗 VEGF 薬との併用を考慮してもよい症例が示されています。いずれにしても，病態の
把握が最も重要であることに間違いないでしょう。
　「熱血討論！緑内障道場」では線維柱帯切除後の低眼圧黄斑症，「蛍光眼底造影クリニカルカン
ファレンス」では網膜腫瘍について書いていただいております。また，臨床報告では梅毒病変に
ついて 2 本の論文がありますので，ご一読ください。日々の小さい積み重ねが大きな診療の力に
なると思います。 （寺崎浩子）
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